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１月記者懇談会 

 

令和３年１月 25 日（月） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定 総務課 

・月間行事予定の説明 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・箕輪町公民館講座について（町公民館） 

はじめに、町公民館としては初めて開催する初

心者を対象としたスマホ講座「始めよう！スマ

ホ！」についてです。情報ツールとしての基本操

作はもちろんですが、スマホの便利さとか楽しみ

方などを体験していただくことと、防災や災害時

に自分の身を守るためのツールとしてとしてのス

マホの活用をねらっています。先日も防災講演会

が行われましたが、台風 19 号の時の被害状況の話

と、情報の収集、共有が、防災減災にどれだけ大事かという話がありました。高齢者であ

っても、いち早く情報を集めて自分で判断して行動するということが大事だと思います。

そのようなこともねらいとして、スマホ講座を実施したいと考えています。 

次に終活セミナーについてですが、公民館講座の中でも皆様の関心が高い講座となって

います。何かの時に困らないように、少しづつ準備をしていくことで、穏やかな老後が迎

えられるということを伝えます。今年度は家族信託という選択肢の存在、役場 U・I ターン

推進係より空き家となる場合にどのような準備をしていくか、町からのお願いという形で

の実施を予定しています。 

もう一つはカラーセラピー体験についてです。これは対象を若者に定めている講座で記

載の内容で実施します。 

いずれの講座も感染症対策を講じながら、人数も限定して実施したいと考えています。 

 （資料に基づき説明） 

 

 町長） スマホ講座はドコモショップの方が来てくれるのですね。 

   ⇒ はい。講師はドコモショップ箕輪店より来ていただきます。 

出席者：みのわ新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ 

事務局：毛利、山口、那須 
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 町長） これは、高齢者の皆様からスマホの使い方が分からないという話をいただいて

いて、公民館講座に入れていただいたものです。これから防災アプリを運用して

いくにあたって、高齢者でも６割、７割ぐらいの方はスマホを持っていると言わ

れていますので、活用を広げていっていただきたいという意味では、基本的はそ

れぞれのショップの方でやってはいますが、ショップでやっているのには高齢者

にはなかなかついていけないということがありますので、公民館講座として実施

していただくのはありがたいと思っています。 

 

記者） 町長への手紙で要望があったと思いますが。 

町長） そうです。 

 

記者） 終活セミナーについて、毎年人気がある講座ですが、現在の応募状況はどのよ

うになっていますか。 

  ⇒ まだ募集しています。１月 20 日から募集を始めたところですので、これから本

格的に応募があるかと思います。 

 

・みのわ女性活躍井戸端会議メンバー募集について（企画振興課 若者・女性活躍推進係） 

 こちらの委員会ですが、今年度末をもちまして

任期が満了となりますので、第三期のメンバーを

現在募集をしています。募集人数は 10 人として

いまして、町内に在住、在勤の 18 歳以上の方で、

女性井戸端会議という名称ではありますが、性別

の方は問いません。女性の暮らしやすい町づくり

や、男女共同参画に関心のある方を広く募集して

います。 

町民の方には今月発送の町広報紙の方へチラ

シを入れて、これまでの取組みを周知するととも

に、仲間を募集していきたいと思います。 

（資料に基づき説明） 

 

町長コメント 

最初に新型コロナウイルス感染症についてですが、緊急事態宣言が都市部等に出ている

ということ、県内もこのような状況です。上伊那地域はお陰様でレベル３を維持していま

して大変ありがたいと思っています。それぞれ町民の皆様には感染防止対策をしていただ

いていると思いますし、当町では今まで３例７人の方の感染がありましたが、ここのとこ

ろはまた少なくなってきている状況です。ただ、そういった状況でやはり都市部の状況、

又は県内の周辺地域の状況もあって、飲食店を中心になかなか厳しい状況が続いています。
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先日町の中心部で取組みがありましたが、また、「とっとき」の取組みですとか「おうちご

はん」の取組みですとか、そういったテイクアウトの取組みを、役場だけではなくて企業

の皆様にもお願いしていますが、ぜひご理解をいただいて、何とか経済活動が少しでも動

くようにしていきたいと思いますので、皆様のご協力をお願いします。 

そういった中で一点、コロナの関係ではワクチンの接種の問題がありまして、国、県の

動きがはっきりしない部分もありますし、本日国の説明会がＷｅｂであるようですが、そ

ういったものを踏まえて、町としての体制づくりをしていかなければいけないと思ってい

ます。明日付で職員 1 人を専任で異動させましてチームを作っていきますが、どういった

方法にするかなどはまだ明らかになっていませんので、追々チームづくりをしなければい

けないと思っています。課題になるのは、ワクチンの接種の趣旨と言いますか機能と言い

ますか、そういったものを町民の皆様に十分知らせることが出来るかどうか、知らせなけ

ればいけないというのが一点。それと接種を希望される方に対しては出来るだけ早期にス

ムーズに接種できるような方法を執らなければいけないということ。もう一つは医療機関

の皆様にご協力いただかなければいけないと思っています。現時点で町の体制は決まって

いませんが、基本的には集団接種と医療機関での接種の二本立てで行きたいと思っていま

す。健康推進課で検討させていただいていますが、それらを踏まえてということになりま

す。町村部における一番の課題は、高齢者や基礎疾患のある方に、どうやってスムーズに

調査をし、足の確保も踏まえながら接種ができるかということだと思っています。それと

大きな施設がありませんので、集団接種について、基本的には保健センターになると思い

ますが、そこで期間の中で実施できるかどうか。シュミレーションをとってはいますが、

かなり難しいと思っています。国の内容がはっきりし次第、医師会等に協力をいただきな

がら体制づくりを進めていきたいと思っています。予算については現在積算中ですが、基

本的には３月補正でいきたいと思っていますが、３月中の接種もあるということになって

いますので、場合によってはそれより前の補正、又は専決を議会と相談をしながらやって

いきたいと思っています。いずれにしてもワクチンは、コロナ対応としてはかなり決め手

となる部分ですので、接種を希望する町民の皆様に安心して接種していただけるようにし

ていきたいと思っています。それについても、まず最初となる県の医療従事者についての

実施が十分できるかということと、医療機関又はドクターの皆様に対するご指導を、県又

は医師会の方でお願いできればと思っています。町としてもなかなか難しい面もあります

ので、その辺の対応を上伊那全体としてもお願いしていきたいと思っています。 

あと、２月３日が臨時議会になっていまして、学校の関係で２本の契約案件の承認をい

ただくということと、コロナの関係で当面やらなければいけない部分を補正で実施したい

と思っています。学校についてはエアコンの契約が大きな部分です。コロナの関係は、今

検討していて、内容が分かり次第ご報告したいと思っています。 

令和３年度予算ですが、概ね取りまとめが終わりつつあります。当初の見込みどおり、

総額予算で 95 億円台でいけるかと思っていますが、これについてはコロナは入っていませ

んし、ワクチンについても補正でできるという前提としていますので、それが入ればかな
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り大きくなってしまうのですが、それがないという前提ですと 95 億円台に抑えたいと思っ

ています。ただ、全体としてみますと、町税が４億円を超える減収となっていて、臨時財

政対策債で補いながら対応するということですので、各課には内示をしてありますが、か

なり厳しい内容になっています。これから、各課の復活折衝を経て最終決定をさせていた

だきたいと思っていますが、かなり厳しい選択と、我慢するところは我慢していただくと

いう内容になっています。それと先送りもかなりハード事業を中心に出てきていますので、

止むを得ないと思っています。そうは言いながらも、コロナによってあまり沈むのではな

くて少しは前を向く、又は人口減少をくい止めることはなかなか難しいわけですが、少子

化対策を含めて町民の皆様に元気が出るような予算にしていきたいと思っています。もう

１週間ほど掛けて最終の取りまとめをして、また皆様にもお伝えしますので、ご協力をお

願いします。 

 

 記者） ワクチンの関係ですが、専任の職員とのことですが。 

 町長） 明日付け（1/26 付）での異動です。基本は健康推進課の健康づくり支援係を中

心に、チームを組まないと出来ないのかなという感じなのですが、どこまで町で

やらなけらばならないか、まだわからない状況です。 

 記者） 特化した組織をつくり、そこで情報を得ながらということか。 

 町長） そのようなつもりでいます。 

 記者） 専任は１人ですか。 

 町長） 今のところは１人でいきたいと思っています。あとは、今いる保健師等を中心

としてチームを組みたいと思っていますが、何人の方がワクチン接種を希望する

かという意向調査のようなことをしなければいけないか。その上で、集団接種を

ここでするのか、希望によっては病院又は診療所で接種をするという選択をして

いただかなければいけないというのがありますので、しかもそれを限られた期間

に２回やらなければいけませんので、そういった全体の取りまとめと町民の皆様

の希望に沿うようなシステムが本当にできるのかどうか、現在検討しています。 

 記者） 今の認識では、保健センターだけでは厳しいという考えか。 

町長） 保健センターだけでは出来ません。それと、ドクターの中には集団接種を望ま

ない方もいらっしゃいます。副反応を考えると、病院もしくは診療所で接種した

方がよいと、次の対応がし易いということもあり、それと集団接種は密になると

いうこともあります。ドクターの皆様にそれぞれ考え方があり、まだまとまりま

せん。これは一町村だけでできる話ではないので、県全体の中で、どのような仕

組みを執ったらよいのか決めてもらわなけらばいけないと私は思っていますが、

そのようなことを言っていても始まりませんので、町とすれば、そこのスペース

で、どのくらいの人数ができて、７千人の高齢者が３週間の中でどうやって接種

するかということを考えなければいけないので、かなりきつい話ではあります。

それと高齢者の場合、施設に入所している方とか在宅療養されている方とか足に
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困る方とか、いろいろな方がいらっしゃいますので、そのような方にどうやって

スムーズに接種まで届けるのかという、希望される方に対してできるのかどうか

ということを検討しているということです。かなり難しいハードルもあるかと思

っています。 



 

 

定例記者懇談会次第 

 

令和３年１月 25 日（月） 午前 11 時 00 分 

箕輪町役場  203 会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 町長月間予定 

 

 

３ 町の主なトピックス 

・箕輪町公民館講座開催について（町公民館） 

 

 

 

 

 

 

・みのわ女性活躍井戸端会議メンバー募集について（企画振興課 若者・女性活躍推進係） 

 

 

 

 

 

 

４ 町長コメント 

 

 

 

 

 

５ 質疑 

次回開催日程  令和３年２月 26 日（金）午前 11 時 00 分 203 会議室 
















